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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像をスーパーピクセルにセグメント化する方法であって、
　頂点が枝によって連結されたグラフを構築するステップであって、各頂点は、前記画像
内のピクセルに対応し、各枝は、該対応するピクセルの類似度を示す重みに関連付けられ
る、構築するステップと、
　前記グラフ内の枝の部分集合を選択するステップであって、前記グラフを複数の部分グ
ラフにセグメント化し、該選択することは目的関数を最大にし、該目的関数は劣モジュラ
であり、該目的関数は、一様なスーパーピクセルを生成するための前記グラフ上のランダ
ムウォークのエントロピーレートと、バランス項とを含み、該バランス項は、同様のサイ
ズのセグメントの数を最大にするセグメントのメンバーシップの分布のエントロピーコン
ポーネントと、セグメントの数を最小にする連結された部分グラフのコンポーネントの数
とを含む、選択するステップと、
　部分グラフの数が或るしきい値に等しくなるまで、最大利得を有する前記枝を前記グラ
フに追加するステップと、前記部分グラフの数が前記しきい値未満の場合には、前記選択
するステップ及び前記追加するステップを繰り返すステップと、
を含み、
　各前記ステップはプロセッサが実行する、画像をスーパーピクセルにセグメント化する
方法。
【請求項２】
　各部分グラフは、一様なかつ同様のサイズのスーパーピクセルを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記エントロピーレートは、劣モジュラ及び単調増加である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記バランス項は、劣モジュラ及び単調増加である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　無閉路グラフにおける部分グラフの数に対する制約がマトロイドである、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
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　目的関数は、或る制約を条件として、貪欲プロセスを用いて最大にされる、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　最適性が、前記目的関数の大域的最小値の１／２となるように保証される、請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
　前記貪欲プロセスは、ヒープ構造を用いて実施される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記セグメント化は階層的に達成される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記階層は、前記画像の複数のセグメント化を同時に形成する、請求項９に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記バランス項のバランスパラメータは、自動的に調節される、請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記バランス項のバランスパラメータは、セグメント化をカスタマイズするようにユー
ザーによって変更される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記セグメント化は、ユーザーの監視を伴って対話的に実行される、請求項１に記載の
方法。
【請求項１４】
　非画像領域における一般的なクラスタリング問題が解かれる、請求項１に記載の方法。
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